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   A 28-year-old man was admitted to our department with the chief complaint of - painless nod-

ule in the left scrotal content. Physical examination revealed that a small, thumb-finger sized, hard 

mass with a smooth surface was palpable at the upper part of the left scrotal content. 

   With the preoperative diagnosis of testicular tumor, the left testis was explorated under ische-

mia. Appearance of the testis was normal and the mass was felt in the upper portion of the testis. 

   Since the mass was suspected to be malignant, left radical orchiectomy was performed. The 

histological diagnosis was epidermoid cyst of the testis. 

   Sixty-five cases of testicular epidermoid cyst including this case have been reported in the Jap-

anese literature, and are reviewed briefly here.

Key words: Testicular benign tumor, Epidermoid cyst, Orchiectomy

緒 言

睾丸腫瘍の発生頻度は,約10万 人に2人 であ り,そ

のうちの95%以 上はgcrmccllorignで,悪 性であ

ると言われているU.残 りの良性腫瘍に属する類表皮

嚢胞は全睾丸腫瘍の約1%で あり,比 較的稀な疾患で

ある2),現 在 までわれわれが調べ得た限 りでは,自 験

例を含めて本邦で65例 報告されてお り,

し若干の文献的考察を加えて報告する.

症

患者:28歳,男 子,会 社員

初診:1985年5月8日

主訴:左 陰嚢内腫瘤

例

これらを集計
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家族歴 ・既往歴:特 記すべきことなし

現病歴;1985年5月5日,左 陰粟内腫瘤に気づき,

近医受診し,当 科紹介される,そ れまで,発 熱,疹 痛

などは認めなかった.

現症:栄 養,体 格とも良好.腹 部,胸 部に異常を認

めない.外 陰部では,陰 茎は正常で,左 陰嚢の軽度腫
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大,触 診で左睾丸の上部に掬指頭大で表面が平滑で硬

い腫瘤を触知した.左 副睾丸,右 睾丸,精 索に異常を

認めなかった.

検査所見 ・尿,血 液生化学検査ともに異常なし.胸

部X線,心 電図にも異常なく,血 沈も正常であった.

排泄性腎孟造影でも異常がなかった.腫 瘍マーカーで

あるa-Fetoprotein,β 一HCG,は 正 常範囲内であっ

た,

以上から,睾 丸腫瘍を疑い,1985年5月15日 手術を

施行した

手術所見:腰 椎麻酔下で,高 位除睾術 の手順に従

い,阻 血状態のもとに睾丸,副 睾丸を露出させたとこ

ろ,副 睾丸は異常なく,睾 丸も外観は正常であったが

睾丸内部に腫瘤が存在していたために,悪 性腫瘍を疑

い,高 位除睾術を遂行した.

摘出標本1腫 瘤は白色,直 径1.5cmで,睾 丸上部

にあ り全周を睾丸実質に被われていた(F五g.1).そ

の断面は,年 輪状で 睾丸実質とは明瞭に境されてい

た.

病理組織学的所見=低 培率では,角 化扁平上皮層が

年輪状の構造をしている(Fig.2).拡 大すると,正

常の皮膚と同じようなlaminationが 見 うけられ,

角化層,透 明層から成ってお り,か つ,角 化扁平上皮

のみから成っている(Fig.3).被 膜 と睾丸実質との

境ではcyst上 皮 は角化扁平上皮であ り,そ の外層は

線維組織で,周 囲に リソパ球浸潤を認める(Fig.4).

睾丸実質には異常な所見は認めない.以 上か ら睾丸の

類表皮嚢胞と診断した.



関井 ・ほか:睾 丸類表皮嚢胞 ・除聖術

Table1.本 邦における睾丸類表皮嚢胞症例

報 告 者 症例 左右 部 位

(報告年)年 齢
大きさ(cm)症 状 術前診断 治 療 文 献

河 村i
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近 藤3
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辻5
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.(1963)

酉 蔭8
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大 宝zt
.(1970)
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石 川23
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増 田2a
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斉 藤25
.(1970)

中 務26
.(1971)

藤 村27、(1971)

平 石28
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横 田30
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秋 元31
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阿 部32
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浜 田33
.(1973)
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R

R
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R

R
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R
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L

L

R

R

R

R

L

L

R

L

L

L

R

R

L

L

R

R

L

L

L

中

下

上

中

中

下

央 小 指 頭 大

半 鳩 卵 大

極1.9×2.6×0.8

央 えんどう大

心 小 指 頭 大

極 く る み 大

下 半 く る み 大

下 極3.0×z,o×2.0

下 半2.0×2.5×2.0

上 極2.0×1.0

上極およひ

中

中

中

大

中

下

上

下

中

央

心

央

半

央

極

半

極

央

上 極

下

上

中

.

半

極

央

聖

2.4×2.5×2.7

2.5×1,5

1.5×1.5

栂 指 頭 大

5×4×2.8

えん どう大

2個

t.oxi.o

小 鶏 卵 大

3.OX2.OX2.0

2.OX1.8×1.5

3×2×1.4

zxz.z

lX1.2×1.1

栂 指 頭 大

.

1.SX1.5×2

下 極2.4×2

全 体6.4×4.5×3

無痛性硬結

.

検査時発見

無痛性腫瘡

検査時発見

無痛性腫瘤

腫瘤鈍痛

硬 結

無痛性腫大

陰嚢部不快唇

腫脹痙痛
発 熱

無痛性腫脹

硬 結

無痛性腫瘤

痙 痛微熱

検査時発見

無痛性腫瘤

検査時発見

無痛性腫瘤

無痛性腫瘤

無痛性硬結

検査時発見

腫脹疹痛

入浴時発見

検査時発見

入浴時発見

蓮 痛

腫 大

検査時発見

無痛性腫大

副畢丸結核

副 畢 丸 炎

副畢丸結核

畢 丸 腫 痛

副畢丸結核

副睾丸結核

畢 丸 腫 痛

副畢丸結核

睾 丸 腫 瘍

副畢丸結核

.

畢 丸 腫 瘍

副 暴 丸 炎

翠 丸 腫 瘍

副睾丸結核

睾 丸 腫 瘍

除 華 術

.

層

層

.

試験切除

除 畢 術

嚢胞摘除

除 睾 術

嚢胞禰除

除 畢 術

.

除 畢術

嚢胞摘除

除 睾術

嚢胞摘除

除 畢 術

日 泌32:265

日 泌45:109

日 泌51:107

泌紀 要7:757

小児泌尿器科の臨床

199

日 泌54:443

日 泌54:571

臨床 皮泌18:581

日 泌55:1255

日 泌56:900

日 泌56:350

日 泌57:113

日本小 児外科雑 誌

2:88

日 泌58:561

日 泌60:5ア8

日 泌60:480

日 泌61:82ア

細胞核病理学雑誌

13:12

泌尿紀要16:11ア

日 泌62:185

日 泌

日 泌

日 泌

日 泌

西日泌

日 泌

61:51ア

62:266

61:742

62:93

33:343

63:236

臨 泌26:813

・ 日医大誌39:81

・ 日 泌64:177

日 泌64:522
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報 告 者 症例 左右

〔報告年)年 齢
部 位 大きさ(cm)r状 術前診断 治 療 文 献

身04034
.(1974)

嶋 津1735
.(1975)

大 上93G
.(19フ5)

　
37.12

38.32

大 西39
.3(1975)

中 村40
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.(19ア6)
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.(1976)
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.(1976)

江 本44
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鈴 木52
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吉 岡53
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高 尾54
,67(1982)

安 島55
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渡 瀬56
.zs(1984)

石 山5ア
.21(1?84)

上 門58
.16(1984)

宮 北59
.23(1984)

東 條60
.32(1984)

大 谷61
.is(1984)

吉 岡62
.24(1985)

浦63
.IB(1985)

64.31

自験例65
,za(19851

R

L

R下

R中

R下

L全

R上

R中

L中

し 中

R

L

L下

L

L中

L中

R下

L下

L中

R中

R下

R中

R下

R

R

R

R中

L

R

L下

L

L上

上 極2,5×2×1.5・ 副 華 丸 結 核 ・ 日 泌65:259

・ ・×1・5×・ 副婁灘;燃 除 ・ 泌66:443

極 鈍 痛 副 華 丸 炎 ・ 日 泌66:515

央 ・ 畢 丸 腫 瘍 除 畢 術 ・

・ 無痛性腫大 副畿 灘;醜 摘除 ・

体 腫 大 睾 丸 腫 瘍 除 睾 術 日 泌66:802

端1.5×1.5×2.O無 痛性腫瘤 良性畢丸腫鶏 嚢胞摘除 日 泌67:129

心7×7×5腫 瘤 畢 丸 腫 瘍 除 畢 術 日 泌6フ11001

央 無痛性硬結 良性畢丸腫瘍 嚢胞摘除 日 泌6フ:288

央 直径1.5・ 畢 丸 腫 鶏 除 畢 術 日 泌67:212

g.Og・ 西日本泌41:1233

中央～2×2×2腫 瘤 畢 丸 腫 痛 ・ 日 泌70:362

上部

極 栂 指 頭 大 硬 結 睾 丸 腫 瘍 除 睾 術 日 泌70:362

1.OXO.8

央

央2.0×2.O

部 栂 指 頭 大

極2.0×1.3

心 直径1

央 直径1.5

極9×5.5×5

央

極

上 極 小 指 頭 大

・ 直径2

央3.5×3×2

直径2

直径2

部2.O×1.8×1.8腫

直径2.5

部s径1.5

腫 大 ・ ・ 臨 泌35:293

腫 瘤 ・ 嚢 胞摘除 日 泌72:113

・ ・ 除 畢 術 日 泌72:フ83

..・ 日 泌 ア2:1098

'・ ・ 日 泌 ア2:1211

… 日 泌72:1513

… 日 泌73:1070

… 日 泌73:1480

・ ・ 日 泌74:453

… 日 泌75:341

..日 泌75:341

硬 結 ・ 日 泌75:708

腫 瘤 ・ 員 胞摘除 日 泌75:857

・ ・ 除 畢 術 日 泌75:1343

腫 大 ・ 四国 医誌ao:368

硬 結 ・ ・ 日 泌76:164

瘤 副 畢 丸 結 核 員 胞摘除 西 日泌尿47:919

硬 結 畢 丸 艦 瘍 除 睾 術

無 痛性腫瘤



考 察

関井 ・ほか:睾 丸類表皮嚢胞 ・除睾術

類 表 皮 嚢胞 は 全 睾丸 腫瘍 の約1%を 占 め る と言 われ

て お り2),比 較 的稀 な疾 患 と言 え る,現 在 までに われ

われ が 調 べ得 た 限 りで は,自 験 例 を 含め て 本邦 で は65

例報 告 され て い る.

類 表 皮 嚢 胞に つ い て はPrice3>が 次 の よ う に 定 義

してい る.

(1)無丸 実 質 内 に あ るcyst.

(2)Cyst内 腔 に は ケ ラチ ン様 物 質 ま た は 無 構 造 の物

質 が 層 を成 して い る.

(3)Cyst壁 は 線 維性 組 織 で 内面 に は 扁平 上皮 が 存 在

す るが,不 完 全 な こ と もあ る.

(4)他のteratoma様 組 織 や,皮 膚 付属 器 官 はcyst

の 内に も外 に も存 在 しな い,

類表 皮 嚢 胞 の発 生 に つ い て はWeitzners)が 次 の よ

うに ま とめ て い る,

(1)睾丸網 状 体 の ケ ラチ ン化 したcyst.

(2)睾丸 内へ の表 皮 組 織 の 迷 入.

(3)精細 管 の扁 平 上 皮 化 生.

(4)Teratomaか ら分 化.

4つ の説 の うち,(1)と(3)の 説 は ほ ぼ 否 定 され て お

り4),表 皮 組 織 の 迷 入 とteratomaか らの 分化 が考 え

られ て い る.し か し,外 傷 な どに よ って表 皮 組 織 が迷

入 して お こる表 皮 皮 下 のepidermalCySYと は本 症

の発 生 部位 か ら考 え て 同 じ機 序 に よ って生 じる とは考

えに くい こ とか らteratomaか らの分 化 説 が 考 えや

す い.つ ま り,類 表 皮 嚢 胞 はteratomaか らの分 化

説が 主 流だ が,Price3)の 定 義 上teratomaと は 明瞭

に区 別 され る.即 ちmatureteratomaの 定 義 を 肉眼

的に も皮 膚,軟 骨 な どを 識 別 し うる ほ ど分 化 した 良 性

腫瘍4)と す る とdermoidcystは 含 まれ るが,皮 膚 付

属 器 を有 し ない 類 表 皮 嚢 胞 は 除か れ る,こ の区 別 は後

述 す る治療 法 に お い て類 表 皮 嚢 胞 とmaturetera-

tomsと では 異 な るか らで あ る.

次に 本 邦 報 告 例65例 の年 齢,臨 床 症 状,部 位,大 き

さ,術 前 診 断 治療 に っ い て検 討 を加 えた(Table1)・

年 齢 では,本 邦 で8ヵ 月 か ら67歳 にわ た り,10～19

歳 が22例33.8%と 最 も多 く,次 い で20～29歳 が21例

32.3%を 示 し,10～29歳 で全 体 の66%を 占 め て い る

(Table2),Shah2)の 報 告 で は,10～39歳 で86%を

占め て い る のに 比 し,本 邦 で は10～39歳 で76.9%を 示

し比較 的分 散 して い る.ま た,0～9歳 に つ い て 見 れ

ば,Shahz)は5%V:た な い報 告 で あ るの に 比 し,

本邦 で は12.3%と 高 く,低 年齢 に 多 い傾 向を 示 して い

る.
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部 位 に つ い ては,右 睾 丸 が32例49.2%,左 睾 丸 が33

例50.8%と 有 意 の 差 は認 め られ なか った.Shah2)ら

は,右 睾 丸 が56%,左 睾 丸 が44%と 右 睾 丸 に 多 い 傾 向

を示 し,類 表 皮 嚢 胞 の精 細 胞 性 腫 瘍 説 の 一 つ の 根拠

に 挙 げ て い るが,本 邦 で は そ の 傾 向 は 認 め ら れ な

か った.睾 丸 内 では,中 部 に や や 多 い傾 向 を認 め た

(Table3).

大 きさ では,直 径 が1～3cmの ものが,61.5%と

半 数 以上 で あ り,大 きい もの で は直 径 が5cmを 越

え る もの も報 告 され てい る(Table4),

臨 床 症 状 と し ては,無 痛 性腫 瘤,硬 結 を主 訴 とす る

も の が最 も多 く,37例56.9%を 占 め,次 いで,無 痛 性

腫 大 が11例16.9%,検 査 時 に 発 見 され た も の7例10.8

%,疹 痛7例10.8%で あ った(Table5).こ れ は

Table2.年 齢

年 齢 症例数

o～9才

10-19才

20-29才

30-39才

40-49才

50～59才

60才 以 上

記 載 な し

8(12.346)

22(33.8°6)

21(32.3%)

7(9.2%)

3(4.6%)

2(3.1%)

2(3.1%)

0

Table3.部 位

部 位 症例数

上 部13(20.0%)

中 部20(30.8%)

下 部17(26.2%)

全 体3(4.6%)

記載 な し13(20.0%)

Table4.大 き さ

直 径 症例数

1cm以 下3(4.6%)

t^-3cm40(61.5%)

3cm以 上9(13.8%)

記 載な し13(20.0%)

Table5.症 状

症 状 症例数

検 査 時 発 見7(io.s%)

無痛性腫瘤 ・硬結37(56.9%)

無 痛 性 腫 大11(16.9%)

痙 痛7(10.8%)

発 熱2(3.1%)

そ の 他1(1.5%)

記 載 な し5(7.7%)



1538

Table6.術 前 診 断
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に,若 干の文献的考察を加えた,

術前診断 症例数

副 睾 丸 結 核

副 睾 丸 炎

畢 丸 腫 癌

良 性 畢 丸 腫 瘍

副畢丸結核か畢丸腫瘍

ea載 な し

13(ZO.0%)

3(4.6%)

36(55.4%)

2(3.1%)

2(3.1%)

9(13.8%)

稿を終 るにあた り,御 校 閲を賜 った恩師園 田孝夫 教授に深

謝 いた します.な お,本 論文の要 旨は,第112回 日本泌尿器

科学 会関西地 方会において発表 した.

文 献

Table7.治 療

治 療 症例数

除 畢 術51(78.5%)

嚢腫 摘除 術13(20.0%)

記 載 な し1(1。5%)

Shah2)の 報告とほぼ一致している.

術前診断では,60%以 上が睾丸腫蕩を疑ってお り,

その うちの2例 は良性の診断のもとに手術を施行して

いる(Table6).

手術 としては65例 中51例78.5%が 除 睾術を施行して

いる(Table7).嚢 胞摘除術を施行したものは13例

20.0%で ある.類 表皮嚢胞自体は良性であり,再 発,

転移の報告は現在までな く,長 期followupで も

benigncourseを た どり,化 学療法や リンパ節の廓

清などは必要としない.ゆ えに,睾 丸内腫瘍が良性の

ものであるならば,嚢 胞摘除術で十分と考えられ,小

川ら6),中 村 ら?),大 矢 ら8),嶋 津 ら9)は その特徴的な

触診所見および明確な限局性,平 滑性,被 包性,睾 丸

実質との非癒着性などから,嚢 胞摘除術をすすめてお

り,ま たCohen'。)やBrown1エ)は 超音波検査によ

ってwell-definedsolidmass,echogenicrimな

どの特徴的な所見で良性が疑われるときには,阻 血下

に腫瘍に割面を入れて,肉 限的に診断することをすす

めている.し かし,触 診や超音波検査で良性と診断す

るには経験が必要であること.dermoidcystと 類表

皮嚢胞の差は,皮 膚付属器がcyst内 外に存在するか

どうかであ り,そ の診断の病理検索のためにはcyst

を含む広範囲の睾丸実質の切除を要すること.さ らに

dermoidcystと 類表皮嚢胞とでは治療法がまった く

異なることから,除 睾術施行後に十分な病理検索が必

要と思われる.
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